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鉄山経営者- 生産者港町商人- 大坂鉄 問
良- 大坂鉄仲買 l (小売商人)一鍛冶
[
城下町鉄商-(小売商人)
港町鉄商-(小売商人)
この図式を簡略にすれば ｢生産地-大坂-請
国｣ということになる｡天明7年(1787)に鉄座が
廃止されたあと,さらに流通構造は変化し,新た
に ｢当産地港町鉄商-諸国廻船｣という図式に発
展したのである｡つまり,大坂への鉄入荷量減少
は,こうした大坂問屋をぬきにした市場圏の成立
を意味するものであった｡
整理してみると,近世後期,｢幕藩体制的流通
構造の一定の解体を意味｣するほどに中核をしめ
た大坂市場は,｢鉄生産地域と全国各地域との問
に従来の幕藩体制的分業構造をはり崩しつつ新た
な分業関係が展開｣(p.258)することによってそ
の地位を後退させ ｢鉄の流通構造の編成香が行な
われ｣るという新しい事態をむかえることになっ
たのである｡
武井氏は,以上の論述のうちに幕末期における
経済的変容を裏づけ,体制の解体,再編成を展望
したのである｡しかし,これで市場構造のすべて
について,いいっくされたわけではなく,いくつ
かの問題点を課題として残している｡(4)それをつ
ぎにみてみようと思う｡なお,附論としてつぎの
論文が収載されている｡
近世後期在郷町における鉄問屋の機能
注
(1)『加計町史』上 p.447
(2)向井義郎 ｢広島藩の鉄山格式及条目｣
(｢史学雑誌｣63の8)拙稿 ｢近世後期 『労働者』の
諸問題｣(｢経済学年誌｣第7号)
(3)前掲.拙稿 p.87-90
(4)拙稿 ｢近世後期産鉄市場構造の特質｣(『日本製鉄
史論』収載)
(3)
まず,商品市場をみるに,鉄市場は,武井氏が
述べるごとく,幕末期には,大坂の特権商人の経
路から全国廻船-という発展をみせる｡しかし,
他方で,労働力市場は,閉鎖的,すなわち,アウ
タルキー的特質を基本的にはもちつづけたのであ
る｡
図1は,かつて筆者が,たたら吹製鉄業-鉄山
図1 近世たたら製鉄業(=おける資本の循環
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業を中心とした支配関係-市場構造を図式化した
ものである. (1)この図の細系列は,近世後期に発
展し,封建的蛭枠が解体され再編されるが,㈱系
列の ｢公権力によって保護された鉄山師の特権的
支配領域｣は,依然として旧体制のなかでしか存
続できない生産構造をもつのである｡
その理由の大きなもののひとつに,武井 氏が
｢第Ⅰ部｣で指摘したような,自然的制約が あ
る｡すなわち,鉄穴における原料砂鉄採掘にみる
低い生産性,さらに,燃料薪炭の生産性の低さが
あげられる｡最大な量の薪炭消費は,広大な山林
を必要とする｡こうした諸制約は,他の諸産業,
製糸業や織物業のように年中しかも一定場所に定
置された稼業を不可能にするものである｡また,
製糸業,織物業が比較的,小農の生産構造を基盤
とし,問屋制との蛭梓と対立するのに対し,たた
ら製鉄業-鉄山業の生産構造は,豪農と公権力と
の共生関係にみずからの基礎を薬かざるをえなか
ったのである｡したがって,幕藩体制の解体も一
方で,領主制の存続をもとめる,という矛盾を内
にもつため,維新変革過程において,領主制が否
定されると,鉄山業の生産構造もまた,否定され
る必然性にあった｡
ところが,市場構造はどうかというと,武井氏
が ｢第Ⅱ部｣で指摘したように,鉄市場は,幕藩
体制的流通を解体し,大坂特権商人にさえ強い圧
力をかけ,全国市場への展望をきり開くほどに発
展したのである｡製糸業が輸出にその展望をみる
のに対して,国内的需要のたかまりにおいて ｢全
国廻船｣をみる製鉄業とその市場横道の違いが指
摘される｡
また,労働力市場においても,製糸業が安価な
女子労働者を主軸として,比較的近県から得やす
いのに対し,鉄山業は,男子労働者が主軸で,し
かも特別の技術を要し,近村内という限られた地
域性から労働力を得る,という違いがある｡
明治期に入ると,この相違は新たな相勉をもた
らした｡それは,安価な外国産鉄の大量輸入であ
った｡明治期の鉄需要は,単に民需に とどまら
ず,｢軍事機構確立｣ (2)のための国家的要請下の
需要でもあった｡しかし,たたら吹製鉄業には,
その要請に応えるべき生産力を十分にもちあわせ
てはいなかった｡｢洋式製鉄業｣が導入され るゆ
えんである｡ (3)在来産業としてのたたら吹製鉄業
が,完全にその姿を消すのは,さらに後年,昭和
初期の恐慌時である｡中国地方の鉄生産高が,釜
石鉱山田中製鉄所の座高においこされたのは,明
治27(1894)年であり,それまでは,国内産高で1
位をしめていたのであるが,｢洋式｣との生産 力
における格差が,衰退の要因にあげられる｡
このように近世後期から近代にかけて発展した
製鉄業は,資本制的生産様式をとりうるほどに成
熟したマニュ形態をとりえず,未完成のマニュフ
ァクチュアとして終結する｡しかし,武井氏が指
摘した鉄商品市場構造の発展は,たたら吹製鉄業
の生産構造とはむすぴつかなかったが,明治期に
入ってからの ｢上から｣の産業資本創出過程と結
合し,資本主義形成の前提条件をつくった,とい
う意味で評価されるのである｡
したがって,幕藩体制下の種々の市場規制,普
たは市場統制はあったが,幕末期には,かなりの
程度,全国的市場の展開がみられ,これが明治期
に入っての資本制的生産様式確立の基礎となった
のである｡武井氏の遺稿集 『近世製鉄史論』はそ
うした展望と問題点を捉起した画期的な労作集と
いえる｡氏の天逝が惜しまれてならないのは,氏
によって,たたら吹製鉄業の意義が産業史,また
は資本主義発達史のうえで検証されたであろう,
ということにもよる｡いづれにせよ,本書が問い
退したものは重い｡
注
(1)拙稿 ｢たたら製鉄業の生産構造｣｢『現代日本産業
発達史 鉄鋼』収載)鉄山業とたたら吹製鉄業は,
一般に同義で使われる｡鉄山業という言葉には,脂
大な山林,鉄穴経営という面がとくに強調されてい
るが.原料採掘,燃料生産から鉄製品完成までの一
貫経営,という意味では.たたら吹製鉄業と同じで
ある｡
(2)山田盛太郎 『日本資本主義分析』
(3)旧来のたたら吹製鉄業に洋式技術を導入し改良の
試みが,広島でおこなわれた｡飯田貿-｢広島鉄山
の改良｣(『現代日本産業発達史 鉄鋼』)しかし,こ
の試みは,十分な成果をあげないままおわってしま
った｡
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